
本社敷地内に設置した喫煙室 喫煙室内部

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康経営を推進するにあたり特に力を入れたことは受動喫煙対策でした。健康経営取組前で
は社屋内に個室の喫煙スペースを設置しておりましたが、換気が不十分であったり、喫煙室外部
に煙が漏れ出す等完全な状態の喫煙スペースではありませんでした。会社としても職員の健康
を第一に考え、社屋敷地内に独立した喫煙室を設置することで受動喫煙の防止を図り、完全分
煙化をすることといたしました。屋外喫煙室設置当初、喫煙者からは離れた場所で喫煙する事に
抵抗感を持つ職員も多数いましたが、実施後の効果としては非喫煙者からは匂いが気にならな
くなったとの声も聞かれるようになりました。また、喫煙室を社屋内から社屋外に移したことによ
り、社内の喫煙者、一人当たり喫煙本数は減少しました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社のCSR行動憲章の1つである「社員一人ひとりが活力にあふれ意欲をもって働ける職場
づくりを推進する」というCSR行動憲章の理念と合致し健康経営に取り組むことといたしました。
当社を含め建設業界は高齢化に伴うベテラン技術者の退職、担い手不足という問題を抱えてお
りました。当社においても職員の高齢化に伴う健康面への配慮ということが喫緊の課題でした。
健康経営に取り組むことにより職員自身の健康に対する意識改善が図られ、また、人生100年時
代に対応する良好な健康状態を維持することができると考えました。仕事面においても、働きが
い・働きやすさ・生産性の向上といったモチベーションアップ、組織の活性化にも繋がり、対人面
においても企業ブランドイメージの向上に繋がると考え取り組むことといたしました。

所在地 従業員数

事業内容

北海道札幌市中央区北6条西14丁目4番地 98人

（令和３年 7月末現在）建設業

勇建設株式会社



地域貢献活動をしています。 作業現場での自動検温器と手指消毒

特に力を入れた取り組みとその効果
　ここ近年において3名の従業員が前立腺や大腸などの悪性腫瘍切除手術をしており幸にも初期で
あり手術後も仕事復帰をし、今では元気に働いております。当初は従業員によってはショックで仕事を
辞めた方が良いのではないかと若干悩んだりしていましたが、会社としても従業員の高齢化と共にが
んなどの罹患も多くなる予測はあったことより就業規則に会社の相談窓口情報や健康診断料金（がん
検診・ドック）補助金の増額そして休暇の優遇措置と病欠の賃金保証制度等を改訂しました。また、北
海道がん対策サポ―ト企業登録、札幌市がん対策認定企業登録をしました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　一昨年長年にわたり勤務していた女性社員ががんで亡くなりました。１年以上の間、入退院の繰り返
しでした。そんな中、会社でも病気治療と仕事の両立を何とかバックアップ出来ないかとの意見が大
勢を占めたため当時の就業規則の範囲を超え支援（金銭的支援や短時間勤務、休暇取得の優遇）を拡
大しました。一時は本人も頑張れる気力も出て快方に向かいましたが病魔のスピードが増し残念なが
ら帰らぬ人となってしまいました。そんな経験をし、丁度そのタイミングで健康経営優良法人の取組事
例を某保険会社から紹介されました。これは会社の今の働き方改革等の諸問題も含め改革のキッカケ
になると思い登録にチャレンジすることとしましたが、最初は申請書等の書き方など分からないことが
多く札幌健康支援室に相談をさせて頂き何とか検討を重ね申請にたどり付けました。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市豊平区豊平4条3丁目3-10 58 人

（令和３年 7月末現在）建設業

株式会社石山組



ホームページ https://www.itogumi.co.jp/csr/health_management.html

時々トレーナーの直接指導もあります 体力測定の様子

特に力を入れた取り組みとその効果
【ひしこチャレンジ25】
　当社は「体重を減らすこと（BMI25未満にする又はキープする）」は生活習慣病リスクを減らすため
の分かりやすくシンプルな手段と捉え、「ひしこチャレンジ25」という「全社の肥満（BMI25以上）者割
合を2023年までに25％以下にする」ことを目標とした様々な施策を行っています。
　昨年から始めた「ダイエットイベント」は２ヶ月間で体重がどれだけ減るかを競うもので、期間中する
ことは「毎週体重を測ること」「月１回体重を報告すること」のみ。気になっているのになかなか始められ
なかった社員がダイエットに取り組むきっかけになっています。
　隔月で行っている体組成や骨密度、体力測定会は、結果に沿ってトレーナーから生活改善のアドバイ
スも行っており人気があります。
　この他にも週1回のオンライントレーニング、みんなで歩活への参加などを行った結果、高かった肥
満率や健診有所見者割合に減少傾向が見られるようになり、特に４０代～５０代の健康意識が高まって
いるように感じます。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社は従来から定期健診の有所見率が全国平均より高く、特に血圧、肝機能、血中脂質、血糖に高
い傾向があり、また全社的に肥満（BMI25以上）者が多く、中でも40代〜50代男性社員は約半数が肥
満という状況もありました。
　健康経営は会社の健康課題に体系的に取り組む事が出来るので、肥満者を減らす(=標準体重の者
を増やす)→血圧や血中脂質の数値が改善する→生活習慣病を予防改善できる→社員の生産性が向
上する、という目標に向かってやるべき施策が見えてきます。
　現在はわずかですが肥満者も減少傾向になっているので、引き続き施策に取り組んでいきます。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市中央区北 4条西 4丁目 1番地 421人

（令和 5年 6月末現在）総合建設業

伊藤組土建株式会社

https://www.itogumi.co.jp/csr/health_management.html


ホームページ http://www.iwatachizaki.jp/csr/csr/20200323.html

体の免疫が高められる高気圧酸素室 マラソンサークル 2020 年秋

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康診断や人間ドックの受診率向上と、健康管理に対する意識付けを図るため、指定医療機関での
受診費用全額負担、指定医療機関以外での受診費用補助を行っています。
　更に、有所見者の二次健診費用補助を行うことで受診率の向上に繋がってきています。また禁煙外
来治療費用補助を行い、禁煙の後押しをしています。
　社内医務室に高気圧酸素室を設置し、体の免疫力を高めたり、疲労回復の為に利用しています。他
には、毎日の朝礼時にケガ防止とリフレッシュを兼ねて、ラジオ体操を行っています。社内には運動系
のサークル（野球・マラソン・サイクル・フットサル）もあり、従業員同士のコミュニケーションや体力の向
上等、健康経営にも一役買っています。これらの長年続けている取り組みも健康経営に活かしていき
たいと考えています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　従業員の平均年齢も上がってきており、定期健康診断やストレスチェックの結果を踏まえ、個人の健
康に対する意識の向上と改善のため健康経営に取り組むようになりました。
　企業が持続的な成長を続けていくためには従業員やその家族の健康保持増進、また安心して働け
る職場環境の整備が欠かせないと考え、従業員のモチベーションや生産性のアップ、企業価値の向上
に繋がるよう取り組みを続けています。

所在地 従業員数

事業内容

北海道札幌市中央区北 2条東 17丁目 2番地 798人

（令和 5年４月末現在）建設業

岩田地崎建設株式会社

http://www.iwatachizaki.jp/csr/csr/20200323.html


ホームページ https://ooekensetu.co.jp/activityreport

ラジオ体操風景 ベジチェック測定風景

特に力を入れた取り組みとその効果
　社員の運動不足解消とコミュニケーションの活性化を図るために「歩活」への参加をしました。「普段
より多く歩く習慣がついた」「チームメンバーの歩数を確認しながら気持ちを奮い立たせて歩いた」な
どの話も出ており、社内で話題となりコミュニケーション活性や運動不足解消に繋がりました。
　また、午前9時にはラジオ体操も行っており楽しみながら運動の推進に取組んでいます。
食生活の改善に関してはベジチェックを年間レンタルし、現場事務所に出向いたり、月初に行われる全
体朝礼の際に測定を行っております。数値が見える化したことで普段より意識して野菜を摂取してい
るなどの声も聞こえてきて、社員の健康への意識が格段に向上しております。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　働きやすい職場環境を整えることによって従業員の定着・若年層の人材確保による人手不足問題の
解消に繋がると考えており、当社のSDGs宣言の取組にも従業員の安全・健康に配慮し積極的な人材
育成を通じて誰もが活躍できる職場環境を維持すると共に一人ひとりのワークライフバランスを尊重
した働き方を推進し、働きがいのある職場づくりの実現という内容を掲げております。
　どけんぽ札幌健康支援室より「ヘルスアップチャレンジ」についてお話をいただいた取組内容と当社
が実施しているSDGs宣言の取組に合致していることからヘルスアップチャレンジから健康経営優良
法人認定制度への申請という流れとなりました。

所在地 従業員数

事業内容

北海道士別市上士別町 16線北 2 47人

（令和 5年 6月末現在）建設業

大江建設株式会社

https://ooekensetu.co.jp/activityreport


ホームページ https://www.kishimoto-group.com/category/news/ヘルスアップチャレンジ健康事業所宣言/

現場事務所でどけんぽによる健康相談を実施 地域貢献と運動を兼ね美唄クリーン作戦に参加

特に力を入れた取り組みとその効果
　毎年どけんぽの保健師さんと管理栄養士さんによる健康相談を実施。昼食の菓子パンをサンドイッ
チに替えたり、従業員の健康に対する意識も変わってきています。
　ウォーキングイベント『みんなで歩活（あるかつ）』に会社として参加し、役員や普段本社にいない従
業員と競い合っています。メンバーの歩数が一目瞭然なので「足を引っ張りたくない」「負けたくない」
という思いで普段より多めに歩いたり、昼休みに会社の周りを歩いたり良い運動になっています。
　従業員の運動不足解消のため、全社的に毎日午後3時にタイマー予約をしたUSEN放送にてラジオ
体操を実施。パソコンでの作業が多いため、肩や腰のコリがほぐれてリフレッシュに一役買っています。
　社屋の出入り口には消毒液・体温計を配置。事務所内・打合せ室にはパーテーションやビニールシー
ト等で飛沫対策、トイレには便座クリーナと消毒液・ペーパータオルを配置し、感染予防に努めています。
　子の入学・卒業、授業参観等のアニバーサリー休暇の導入により、家族との時間を積極的にとること
が出来るよう配慮しています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　従業員の平均年齢も上がってきており、定期健康診断で要受診者やメタボリックシンドロームに該
当するものが増えてきたため、会社として従業員の健康維持・増進に取り組むために健康経営優良法
人を目指しました。
　ヘルスアップチャレンジを経て2018年より健康経営優良法人の認定を頂いておりますが、定期健
診後の要治療・再検査の受診率や特定保健指導の受診率が上がり、従業員の健康に対する意識も変
わってきているのではないかと思います。
　当社の経営方針の一つでもある『Humanity　働きやすい環境を作ります』をさらに推進できるよ
う、これからも積極的に健康経営に取り組んでいきたいと思います。

所在地 従業員数

事業内容

美唄市字光珠内 652番地 17 40 人

（令和 3年 7月末現在）建設業

株式会社岸本組

https://www.kishimoto-group.com/category/news/%E3%83%98%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E5%81%A5%E5%BA%B7%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E6%89%80%E5%AE%A3%E8%A8%80/


ホームページ http://www.tanakagumi.co.jp/company/csr/health/

各フロアに血圧計を設置 毎年行われる安全衛生大会

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康維持・増進の意識を高めてもらうために、本社各フロアに血圧計の設置、自動販売機にトクホの
健康飲料を追加、kencomで開催している歩活への参加促進を実施しました。また、年に一度自社職
員のほか協力会社の方々を集めて行っている安全衛生大会では、医師に人間ドックの重要性や、疾病
リスク低減のための生活習慣改善など、健康管理についての講話を行って頂いています。
　その結果、人間ドック受診率が上昇しただけでなく、オプション検査を追加する社員が増加しました。
　今後は、生活習慣病についての情報発信の強化や、人間ドック・再検査受診費用の補助を検討し、受
診環境の整備に努めていきたいと思います。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　平均年齢の上昇に伴い、当社の基本方針である「職員が気持ちよく仕事ができる職場」という指針
を健康面からもアプローチしようと考え、健康経営に取り組みました。取り組み開始から4年が経過し、
人間ドック受診率が年々増加してきていることから、健康管理に対する意識の向上を実感しています。
　本年は、再検査・治療に対する勧奨方法の見直しや予約体制の整備を行い、健診の受けっぱなしを
防止し再検査受診率の増加を目指しています。
　また、健康管理や食生活の改善に関する情報発信を積極的に行い、職員の健康意識向上に励んで
いこうと思います。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市中央区北 6条西 17丁目 17番地の 5 166 人

（令和 3年 7月末現在）総合建設業

株式会社田中組

http://www.tanakagumi.co.jp/company/csr/health/


どけんぽ札幌支援室によるリモート講話 助成金による非接触型体温計の導入

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康診断受診率１００％継続を達成するため、健康診断を欠席した従業員に対し、後日、病院で
の健康診断を実施。１年に一度、自分を見つめ直す良い機会となっております。
　また、健康診断でスズメ蜂アレルギー抗体検査を実施して数値が高い者を社内で公開し、情報
を共有することで万が一虫刺されがあった場合、周りのスタッフが速やかに病院に連れて行く体
制を整えアナフィラキシーショックによる手遅れを防止。さらに腫瘍マーカー検査を実施し、悪性
腫瘍が早期発見できるようにした。これらの費用は会社負担としている。
　健康診断のアフターフォローとしてどけんぽの札幌健康支援室の協力の下、当社安全衛生大
会にリモートで参加していただき、保健師さんによる健康講話を実施。健康診断の数値の見方や
感染症予防対策についてのレクチャーを受けました。
　これらの活動により、職員一人ひとりの健康管理意識の向上が図られ、重篤化する前に病院に
かかり、治療を受けるようになりました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　命あっての物種、身体が資本。いくらＡＩ化が進んだり遠隔操作が主流になっても最終的には
人が居なくては何も出来ない。高齢化の波が押し寄せ、若手が集まらない。経験豊富な５０代以
上に頼らざるを得ない当社において、働き盛りの年齢層がいかに健康でいられるか、病気が重
篤化する前に早期に発見し、治療に専念できる環境作りが重要となってきます。豊かな生活を送
るためにはまず健康管理の見直しから。「健康経営」はまさにそんなきっかけとなってくれました。
５０代、６０代を大事にしつつ若い世代を育て健康経営優良法人を継続していきたいと思います。

所在地 従業員数

事業内容

北海道川上郡弟子屈町湯の島２丁目６番１５号 49人

（令和 4年 3月末現在）土木建設業

辻谷建設株式会社

ホームページ http://tujiya.co.jp

http://tujiya.co.jp


「ベジチェック」を
安全大会会場に
設置！

社内サークルには
会社からの費用補助あり ！

特に力を入れた取り組みとその効果
　「こころの健康づくり」に特に力を入れ、様々な取り組みを進めています。弊社では社内外にメンタル
ヘルス相談窓口を設置しており、社外の相談窓口は病院と公認心理士の2箇所です。相談者がセカン
ドオピニオンを求めた際にも対応できる体制を整えています。また、生活習慣が及ぼすメンタルヘルス
への影響について外部講師による研修を実施し、食生活、運動、睡眠の側面から「こころの健康」を見
直す指導をしています。
　2022年度より禁煙対策も強化し、非喫煙者には「非喫煙手当」を支給しています。同時に「禁煙治療
費用補助金支給制度」を導入し、これにより禁煙を希望する社員が禁煙外来を受診する費用の自己負
担がなくなります。非喫煙者へのインセンティブのみではなく、喫煙者へのサポートの両輪で禁煙対策
を実施しています。
　健康経営を続ける中で、社員の意識も変わってきました。「ベジチェック」をレンタルした際には興味
津々、楽しんで体験したり、社員同士の運動サークルも活発に活動しています。社員は家族であり「ど
うしたら心身共に健康に、快活に過ごすことができるのか」を考え、改革を進めています。これからも
「働きやすく働きがいのある会社」を目指します。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社では従来から社員の健康に関心があったものの、健康経営についての具体的な取り組みを進め
るまでには至っていませんでした。2020年に変わった経営トップの強い意向によって、健康経営の概念
とリンクさせながら、社員の健康を向上させる様々な取り組みをスタートしました。
　経営者にとって健康経営に取り組むことは自然な流れでした。「企業は人」であり、社員の健康は最も
大切にしなければいけないことと認識しています。弊社では、社員が良い仕事をするためには心身とも
に健康であるべきで、ウェルビーイングが向上することにより企業業績にも反映されると考えています。
また、生産性の向上及び働き方改革を推進する上でも、健康経営に取り組むことは必要と考えています。
　弊社は社員が創出する成果を最大化していくためにエンゲージメントを高めたいと考えていますが、
大前提として社員が健康体で充実感をもって仕事に取り組んでもらうことが必要だと感じています。社
員が心身共に健康だからこそ一体感が生まれる土台があり、チームワークが向上することで組織が強
くなり、社員全員が楽しく仕事することで、お客様及び社員がそれぞれ幸せになれるよう、健康経営に
全力で取り組んでいきます。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市北区北7条西4丁目3番地1　新北海道ビル12階 113 人

（令和 5 年 6 月末現在）舗装及び一般土木工事

道路建設株式会社

ホームページ https://www.douken.co.jp/system/health_management/

https://www.douken.co.jp/system/health_management/


社内研修　健康に関する講師を招き講話を実施 各事業所に非接触型体温計を設置

特に力を入れた取り組みとその効果
　定期健診は、受診費用や腫瘍マーカー等一部オプションを会社にて負担し、対象者全員が受診でき
る制度を設けています。全従業員の定期健診を行うことはもちろんですが、再検査・精密検査を促進し、
さまざまな病気の早期発見・早期治療や、病気そのものを予防することに取り組み、生活改善につなが
るよう再受診率100％を目指しています。その結果、従業員の健康管理に対する意識が変わっている
ように見受けられます。
　また、全社員を集めて行う社内研修において健康に関する講師を招いての講話を実施し、毎年1年
間の安全を祈願する安全祈願時にコミュニケーションの一環として、ゲーム大会やBBQをすることに
より、風通しの良い職場づくりを行っています。
　現在、各事業所に非接触型体温計や手指の消毒液を入口に設置して、コロナ感染症対策を行ってい
ます。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　日常を快適に過ごすには、健康が第一です。従業員の健康意識を高めるには、従業員とその家族の
安全と健康を維持し、働きやすく快適な職場をつくることが会社の責務と考え、健康経営に取り組んで
います。
　会社施設内の禁煙や、働き方改革の一環として積極的な有給休暇の取得を促進し、リフレッシュで
きるような職場環境づくりにも力を入れています。
　健康管理がより身近なものになるよう今後もより良い環境を整え、継続的な健康経営に取り組んで
いきます。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市中央区南8条西15丁目2番1号 180 人

（令和３年８月末現在）建設業

道路工業株式会社



ホームページ https://www.nakayamagumi.co.jp/healthup/

ボウリング大会の様子 (2023.4)

ベジチェック
測定会の様子
(2023.4)

特に力を入れた取り組みとその効果
　会社内で実施しております大規模な健康診断と、人間ドック・脳ドック受診助成金制度の利用促進に
より、定期健康診断１００％の受診を継続しております。また、健診後の再検査・精密検査対象者への受
診勧奨も継続し、早期治療による重症化予防の取組の強化も続けております。その結果、再検査受診
率も増加し、適切な治療を続ける等、再検査に対する社員の意識が少しずつ変わってきております。
　長年実施しております、土健保による健康・栄養相談を継続すると同時に、ここ数年は食生活改善の
取組として、ベジチェック測定会や食生活に関するアンケート等も定期的に実施し、一人ひとりの食の
重要性に関する意識も高まっていると感じております。
　新型コロナウィルス感染症の５類移行により、ここ数年実施を見送っておりましたボウリング大会・
親睦ゴルフ大会等の社内行事も、感染対策をとり十分に注意をした上で再開し、運動を兼ねた社員間
の交流の機会も通常に戻りつつあります。今後も、状況を注視しながら親睦の機会を増やしていきた
いと思っております。
　長時間労働対応については、毎月の中央安全衛生委員会での時間外状況報告と対応の協議を継続
しており、年次有給休暇の取得状況の確認と取得促進も同時に行っており、両者ともに良い方向に向
かっております。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　社員一人ひとりが健康管理を安易に考えず、健康の重要性を意識しながら仕事に臨んでもらうため、
健康経営の取り組みが重要と考え健康経営を始めました。社員は会社の大切な資産であり、社員の健
康を維持することは会社の責務と考えています。知識と経験を有する社員が能力を十分発揮するため
健康維持に努め、若手社員が将来に安心が持てる職場環境を整えることが必要です。働き方の見直し
を会社全体で意識し進めていくことで、社員一人ひとりのモチベーションのアップとワークライフバラ
ンスの満足度を高め、企業価値の向上を図ることにより、優秀な人材の確保にも繋がるよう取り組み
をつづけていきたいと考えています。

所在地 従業員数

事業内容

札幌市東区北 19条東 1丁目 1番 1号 234 人

（令和 5年 6月末現在）建設業

株式会社中山組

https://www.nakayamagumi.co.jp/healthup/


健診結果による生活習慣改善資料の個別配布 トップメッセージ

特に力を入れた取り組みとその効果
　健康診断の結果を基に経年一覧と所見や食生活、運動促進などの生活習慣改善提案資料を
全社員へ個別配布を行っています。
　再検査は期限を設け就業時間内での受診勧奨を行い、対象者全員の再検査受診により疾病
の早期発見、治療開始へ繋がり、経年所見推移を水平展開する事と併せて健康管理意識の向上
を図っています。
　また、トップメッセージ「みんなの健康が一番」を社内に掲示し朝礼の際に運動促進の取組と
してラジオ体操を行い、社員コミュニケーション促進の取組として当番制の1分間スピーチでは、
社員それぞれの様々な側面から、お互いを知り合える良い機会となっています。
社員の感想として、決まった時間に社員の顔合わせができること、ラジオ体操を行うことにより、
身体を動かせて良いといった声があがっております。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　社員が健康に働き続けられる環境づくりが生産性の向上に繋がるという理念が企業風土とし
てあります。
　対策として、まずは想定される健康リスクを捉え、全国土木建築国民健康保険組合のご指導、
ご協力を受けながら情報提供と共有、実践を行うことで生活習慣病の未然防止、早期発見と治
療ができる体制づくりを継続しています。
　活力あふれ安心、安全に働き続けられる環境づくりが、社員のみならず家族の笑顔に繋げられ
ることを目指し取組んでいます。

所在地 従業員数

事業内容

北海道網走市南2条西5丁目1番地1 76人

（令和 5年 7月末現在）総合建設業

株式会社早水組

ホームページ https://kk-hayamizu.co.jp/recruits/salutary

https://kk-hayamizu.co.jp/recruits/salutary


事務所入口にて感染症対策を実施しています 社内グループウェアで情報提供をしています

特に力を入れた取り組みとその効果
　こころの健康づくりについては、「心の健康づくり計画」を策定し、セルフケアの推奨、コミュニ
ケーションの活性化、相談体制の整備、社内グループウェアでの情報発信などの結果、休職者ゼ
ロが続いています。
　長時間労働対応については、有給休暇取得や残業時間の削減を成績評価に取り入れたことで、
有給休暇の取得率が上昇し、残業時間が大幅に削減されました。今後は男性の育児休暇制度の
取得者も現れる事を期待しています。
　こころの健康づくりも長時間労働対応も、「健康経営」として取り組む以前から実施していたた
め、いずれもスムーズに対応することができました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　世の中が「健康経営」を求める時代になったことへの対応として取り組みを始めました。若い世
代の採用にとっても、また社員がさらに元気に働ける環境を整えるためにも必要と考えたからで
す。まずは当社で実施していることを整理し、確認しましたが、優良法人の認定については、すで
に実施している項目で無理なく対応できることがわかり応募しました。
　「健康経営」の取り組みを通して、社員一人一人が健康で質の高いパフォーマンスを発揮し、
「従業員エンゲージメント」が高まることを期待しています。

所在地 従業員数

事業内容

滝川市西滝川232番地1 80 人

（令和３年 6月末現在）道路舗装工事、一般・農業土木工事他

不二建設株式会社



安全大会における健康管理に対する注意喚起 健康増進を考え全従業員に昇降デスクを導入

特に力を入れた取り組みとその効果
　年に一度の健康診断を受けるだけではなく、同じ医師に毎年継続的に診察を受けることで、今まで
より自身の健康への関心が高まってきていると思います。また、保険組合の健康支援室などの外部の
方々からもアドバイスをいただく事により、自己管理における責任感も高くなってきていると思います。
（健康診断の活用）
　代表者を務める私自身が超ヘビースモーカーでありましたが、煙草をやめて丸6年になります。会社
内も禁煙とし、少しずつ関与する形式で幹部職員からの説得等によりこれまで数名の従業員も禁煙に
成功しています。（禁煙の促進）
　今後は健康に対する個人の取組みに対して報奨制度の制定や家族の介護問題支援にも取り組みた
いと考えています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　あらゆる業界で人手不足が大きな課題となるなか、我々建設業においても人員の確保が最大の懸
念材料となりました。
　少子高齢化が進み労働人口が減少するなか、ICTの活用や海外からの労働力の獲得等にも取り組
まなければならない状況ですが、企業経営にとって何より大事なのは、今現在雇用している全ての従
業員が安心して、健康で長く働き続けることができる環境であり、それには、従業員の家族も健康でな
ければ仕事に専念することができないことから、家族を巻き込んでの健康管理の必要性・重要性に気
付きました。また、個人面談での悩みの確認や相談を受けるなかで、心と身体の健康が何より大切な
取組みだと再認識する機会があり、健康経営に取り組むことにしました。

所在地 従業員数

事業内容

釧路市鳥取大通 8丁目 4番 20号 27人

（令和 3年 7月末現在）総合工事業（公共工事の請負を主とする土木工事業）

株式会社本田組



ベジチェックで社員の野菜摂取状況を可視化 ベジチェックとアンケートで食生活を分析

特に力を入れた取り組みとその効果
　土健保 仙台健康支援室に、有所見者が多い「中性脂肪と高血圧」をテーマに、対象社員を集め
て食生活と関連付けた講義をしていただきました。
　また、カゴメ㈱「ベジチェック」で野菜摂取量の測定をしていただいたところ、ほとんどの社員
が野菜不足の結果でしたが、社内では野菜摂取について話題となり、食事を見直すきっかけと
なっています。健康づくりへの関心の高まりを感じたので、このチャンスを逃さないよう、早速、
健康診断等の全社員が集まる機会に再度測定したい、と要望を出させていただいております。
　社員の食生活の改善や健康増進のため、こうした活動を今後も続けていきたいと考えており
ます。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　当社は建設業の平均で見ても有所見率が高く、喫煙率も高い事から、健康診断で「要再検査」
等の結果をいただく人が非常に多く見受けられました。
　そのため、事後指導や個別相談等も行いましたが、社員の高齢化も相まって中々効果が見え
にくい状況でした。
　「健康経営」が世間で注目を集め、社内でもその話が出るようになっていたこともあり、「健康
経営」が会社として社員のメンタルを含めた健康を守る一助になればと考え、取り組むことを決
めました。

所在地 従業員数

事業内容

宮城県仙台市青葉区中江2－23－20 68 人

（令和 3年 7月末現在）総合建設業

阿部建設株式会社



トレーニングルームを設置しました 社員旅行（函館方面）

特に力を入れた取り組みとその効果
　社員の健康管理については、健康診断結果により一人ひとりの健康状態を把握し、保健指導･特定
保健指導の対象者には就業時間内に指導が受けられるよう設定し、指導の際には、自らの健康課題に
取り組めるよう過去５年分の健診データを渡しています。再検査･精密検査の対象者には「検診休暇」
を付与し受診しやすい環境を整え、検査結果報告書は提出するまで声掛けしています。
　最近の取り組みでは、コロナ過で運動不足を感じている社員が多くいたので、ヘルスアップチャレン
ジ助成金を活用して運動器具を購入し、トレーニングルームを設置しました。さらに、体力の衰えは健
康にも影響し、労働災害にもつながりかねないので、自身の体力を知ってもらうために「体力年齢測定
会」を開催したところ、実年齢を上回っていた社員もいたので、これを機にさらに運動の推進を図って
いきたいと考えています。
　また、社員旅行が数年ぶりに復活したことにより、社員同士のコミュニケーションも円滑になりました。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　2016年に「ヘルスアップチャレンジ宣言」し、社員が健康で働けることが大切であると考え、社長自
ら健康経営を推進しております。「安全大会」では、健康優良者の表彰を行う等、経営トップが積極的に
なることで、社員の健康に対する意識も高まりました。そして仙台健康支援室から健康経営優良法人
認定制度に関する情報提供とアドバイスをいただき申請してみたところ、2017年に認定をいただくこ
とができました。
　これを契機に、さらに社員一人ひとりの健康を維持増進するために、ハードルを上げずにできる範囲
で健康づくりと働きやすい職場環境整備に取り組んでおり、その結果７年連続で認定を受けることに
なりました。今後も取り組みを継続していくことで、仕事の生産性の向上にもつなげていきたいと考え
ています。

所在地 従業員数

事業内容

35 人

（令和 5年 6月末現在）土木工事業

宇部建設株式会社
岩手県一関市三関字桜町 42番地 1岩手県一関市三関字桜町 42番地 1



ホームページ http://www.odashima.co.jp/

ママさん会
の様子

姿勢調整講座
の様子

特に力を入れた取り組みとその効果
　小田島組で特に力を入れている取り組みの一つが、ウェルネスルームです。
　ウェルネスルームは学校でいうと保健室です。血圧測定機器や、バランスボールなどの運動機器も
自由に使うことができ、健康管理に役立っています。また、姿勢を良くするための調整や心のケアも
行っており、心身の健康維持も支援しています。
　姿勢調整は、姿勢科学士が週2～3回ほど本社に駐在するほか、時には現場を訪問し、身体の可動
域を確かめながら姿勢改善を行います。また、姿勢がよくなるための講座を定期的に開催しており、講
座を受講することで自分の体や健康に対する意識が高まっています。姿勢調整は、しびれや痛みに対
して表面的なもみほぐしを行うのではなく、それらを生じさせる姿勢のゆがみにアプローチし症状を
根本から改善していきます。
　また、最近では出産を迎えた社員が増えてきたため、育休中の社員を対象とした『ママさん会』を開
催しています。育休中でも会社に足を運んで雰囲気を知る機会を提供することで、育休後、復帰しやす
い環境を作っています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　取り組みのきっかけは、弊社で長く勤めた社員が、体の不調が原因で退職せざるを得なくなったと
いう出来事でした。
　土木工事業は、時に過酷な環境下での作業を強いられることがあります。現場では安全訓練やパト
ロールを実施し、作業の注意点など業務上の指導・情報共有をしてけがや病気を防いでいますが、体
調不良やストレスからくる不注意により重大事故につながることも少なくありません。どの業種でもそ
うですが、私たち土木工事業も健康な心と身体があってこそベストパフォーマンスを発揮できるもの
です。そのため、早くから健康経営に取り組むことで社員の健康意識向上を図ることが、会社・社員に
とって必要不可欠なことだと考えています。
　人生100年時代に突入した現代で、大きな課題となるのは健康マネジメントです。社員が健康で長
く働くために健康経営は重要な取り組みのひとつと考えます。
　健康で生き生きと働ける環境を整えることで、魅力ある企業づくりを目指しています。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県北上市藤沢 20地割 35番地 171人

（令和 5年 7月末現在）土木工事業

株式会社小田島組

http://www.odashima.co.jp/



